
                           

【１】  英語教育の充実 

１ 教育課

程特例校

の推進 

小学校１、２年生を対象に、文部科学大臣の教育課程

特例校の指定を受け学習指導要領等の教育課程の基準に

よらない本市独自の外国語活動の教育課程を編成し実施す

る。 

２ JET及

び ALT 事

業の充実 

 英語教育の充実に向け、英語コーディネーターを配置し、ＪＥ

Ｔ及びＡＬＴとのコミュニケーションの充実を図る。英語に関する

興味・関心を高め、異文化理解教育と英語教育の充実を図る。 

３ 英語習

得への意欲

の向上 

（1）英検受検者への受検料補助（２分の１）事業を実施

し上記２項目の推進と英検受検とを相乗的に関連させる。 

（2）中学校では、スキットコンテストを開催し日頃の学習成果

を発揮できる機会を設ける。 

（3）外部の関係機関等との交流を推進し、英語習得への意

欲向上を図る。 

（4）経済産業省支援事業を活用し、小中学校にオンライン英

会話と AI英会話ドリルを導入する。 

（5）小学 6年生に英検 Jr. シルバーテスト（リスニングのみ

のテスト）を行い到達度の確認をする。 

４ 教職員

研修の充実 

（1）外国語教育アドバイザーによる小中連携授業への助言と、

外国語担当者研修会にて「言語活動を通した授業」の充実

を図る。 

（2）文部科学省調査官招聘外国語授業研修会の実施 

（3）中学校研修 

（4）先導的なオンライン研修への職員の参加 

(5)  ALT ミーティング 

【２】国際性豊かな人材の育成 

インター

ナショナル

スクール

との連携 

令和５年度「南城市中学生・英語スキットコンテスト」における

副賞への協力。 

＊OIS 4日間の体験入学の参加招待券 

海外短期

留学の充

実 

(生涯学習

課担当) 

海外で学習する機会を与えることにより、心の豊かさや国際感覚

を育み、国際性豊かな人材を育成することを目的として、市内在住

の中学生、高校生を対象に、米国ワシントン州立大学に約３週

間、海外短期留学生として派遣する。 

ESL キャ

ンプの充

実 

(生涯学習

課担当) 

英語学習の機会を与えることにより、自己表現力や国際感覚を

育み、国際性豊かな人材を育成することを目的として、市内在住

の小学生（５・６年生）、中学生を対象に、米国大学から招聘

した講師による約１週間の宿泊型英語授業等を実施する。 

中国国際

交流の充

実 

(生涯学習

課担当) 

中国の歴史・文化・教育に対する相互理解と友好親善、国際

性豊かな人材の育成を目的として、現地にて約１週間、本市在住

の中学生と現地中学生との交流や民泊、市内視察等を実施する。 

 

 
  （令和５年度） 

南城市英語教育

の取り組み 

南城市教育委員会 
（教育指導課） 

••• 

住所：〒901-1495  
沖縄県南城市佐敷字新里1870番地 

TEL：098-917-5361  
  FAX：098-917-5436 
 

 

人が育ち、人が活きる、 

心豊かな人材を育む教育・ 

文化のまちづくり 

【統括目標】 

 



１ 教育課程特例校の推進 

①「教育課程特例校」の経緯 

平成 19 年度から文部科学省より「研究開発校」の指定を受け、小中連携による 9 年間の統一した英語教育を実施。平成 

23 年度から 3 年間、研究開発校の指導内容・指導体制を継承・発展する目的で文部科学省より「教育課程特例校」の指定を

受け、小中一貫した音声及び活動重視の英語教育の授業実践に努めた。平成 26 年度から現在、小学校においてこの事業を

継続して行っている。 

 

②目標と実施 

コミュニケーション能力の素地の育成を目標に、小学校第 1～2 学年で新設教科「外国語活動」を各学年年間 15 時間実施す

る。＊生活、音楽、図画工作、体育から計 15 時間、「外国語活動」に充てる。 

 

 

 

 

 

 

 

③特例校のメリット 

・小学校での外国語活動の授業時数が統一して確保できる。 

・市内小学校において、統一した指導体制を取ることができる。 

・全小学校に市雇用 ALT または JET プログラム ALT を配置し、外国語活動の充実が図れる。 

 

小学校 1.2年生の英語活動の様子 

      

 

 

 

 

 

今年度から、より児童に英語を楽しんでもらえるよう、経験豊かな ALT が主体となって新しい１.２年生用のレッスンプランを作成。 

 

 

 

２ JET及び ALT事業の充実 

英語教育の充実に向け、英語コーディネーターを配置し、ＪＥＴ及びＡＬＴとのコミュニケーションの充実を図る。英語に関する興

味・関心を高め、異文化理解教育と英語教育の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

（英語で話す楽しい授業）                  （中学校パフォーマンステスト） 

 

学年 小学校第 1学年 小学校第 2学年 

教科名 

（削減時数） 

生活（－３） 生活（－３） 

音楽（－４） 音楽（－４） 

図工（－４） 図工（－４） 

体育（－４） 体育（－４） 



３ 英語習得への意欲の向上 

 （1）英検受検者への受検料補助（２分の１）事業 

 平成 23 年度から、沖縄県対米請求権事業協会の支援により、児童生徒の英語コミュニケーション能力を図る一助として、市内小

中学生の英検検定料の半額補助事業を行っている。 

【南城市小中学校 受験者数】 

 
【南城市小中学校 合格者数】 

 
【南城市小中学校 合格率】 

 

R5 R4 R3 R2 R1

２級 26 22 16 7 24

準２級 117 145 118 103 98

３級 223 281 254 199 223

４級 221 261 285 210 180

５級 206 230 206 184 192

2
6

2
2

1
6

7 2
4

1
1
7 1
4
5

1
1
8

1
0
3

9
8

2
2
3 2
8
1

2
5
4

1
9
9

2
2
3

2
2
1 2
6
1

2
8
5

2
1
0

1
8
0

2
0
6

2
3
0

2
0
6

1
8
4

1
9
2

0
50
100
150
200
250
300

受験者数

２級 準２級 ３級 ４級 ５級
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２級 4 9 4 1 6
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R5 R4 R3 R2 R1

２級 15% 41% 25% 14% 25%

準２級 41% 39% 35% 40% 30%

３級 58% 55% 63% 51% 48%

４級 54% 67% 59% 61% 66%

５級 54% 73% 77% 82% 69%
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オンライン英会話ではこれまでの授業

で学んだことが役に立ちましたか

①とてもそう思う ②少しそう思う ③あまりそう思わない ④そう思わない

（2）南城市中学生英語スキットコンテストの開催 

        南城市内の中学生に、日頃の学習の成果を発表する機会を提供することにより、学習意欲の高揚と言語表現力や思考力

などの多様な能力の向上を図ることを趣旨とする。 

Skit（スキット）とは、日本語では寸劇（短い劇）という意味で、生徒一人一人の発話量が増え、英語による表現力や語

彙力の向上が期待できる。令和 5 年度は昨年度から引き続きシュガーホールでの開催となった。  

「なんじょう日記」でも紹介されています https://www.city.nanjo.okinawa.jp/nanjo-diary/1708935322/ 

 

司会も中学生が英語と日本語で行った           「(R5)英語スキットコンテスト」 

                                                        2月 22日実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）外部の関係機関等との交流を推進し、英語習得への意欲向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

（海外からのゲストとの交流授業） 

（4）経済産業省支援事業を活用し、小中学校にオンライン英会話と AI英会話ドリルを導入する。 

  オンライン英会話【スパトレ】 

  1 人 1 台端末を活用し、生徒と外国人講師が 1 対 1 で 25 分間オンライン英会話を行う。昨年度の試験期間を経て、今年度は

全中学生が 3 回受講。小学校では、昨年度実施が無かった学校で取り入れることができました。 

 

  

 

 

 

 

 

（中学校でのオンライン英会話の様子）                     （小学校でのオンライン英会話の様子） 

 

（オンライン英会話を 2 回受けた生徒対象アンケート結果の一部→） 

 

・先生がとても優しく、分からなくて止まっても教えてくれて楽しく英語を 

喋ることができた。 

・聞いたり話したりすることが前よりもできた 

 

といった声も寄せられた 

 



  AI英会話ドリル【テラトーク】 

経済産業省の「探求的な学び」プログラムを小学校３年生から中学校３年生まで，教科書準拠の教材を 9 月後半から 12 月

28 日まで活用した。アプリでいつでもどこでも何度でも使えるため、学校の休み時間や家庭で土日の活用もあった。 

 

 

中学校 曜日別利用時間グラフ 

 

                                                   Terra Talk 資料より 

 （5）小学 6年生 英検 Jr. シルバーテスト（リスニングのみのテスト） 

小学校外国語活動の成果を検証し、英語学習の動機付けに役立てることを目的とする。 

教育課程特例校の一環として行い、令和３年度は市内の全小学４年生を対象に実施。本年度は６年生を対象にシルバー

テストを実施した。 

年度 受験者数（人） 平均 標準偏差 

２０２３年度 521 74.2 11.3 

2022 500 75.2 11.3 

2021 515 74.6 13.2 

2020 503 86.1 11.6 

2019 512 85.4 10.4 

2018 485 84.5 10.6 

４ 教職員研修の充実 

（1）外国語教育アドバイザーによる小中連携授業への助言と、外国語担当者研修会にて「言語活動を通した授業」の充実を図る。  

 

 

 

(大城 賢氏 講話「学習指導要領が求める言語活動」) 

～小中外国語担当者連絡会実施日～ 

第 1 回：5/25 (木) 

第 2 回：9/26 (火)  

第 3 回：2/2 (金) 

2020 年度までは小学校 6 年生、

2021 年度は 4 年生がブロンズテ

ストを実施。 



（2）文部科学省調査官招聘外国語授業研修会の実施（R5年 12月 12日実施） 

文部科学省、初等中等教育局より教科調査官を招聘し、公開授業への指導・助言や講話を通して、新学習指導要領に

おける指導や評価、小中学校外国語の授業づくりの充実に資する。 

 

 

 

 

       （文部科学省 教科調査官 入之内 昌徳 氏）                   （南城市立佐敷中学校 公開授業） 

 

(3) 中学校研修（R5年 10月 12日実施） 

英語部会では、中学校教諭が小学校の授業を見学し、小中連携の視点から情報共有や振り返りが行われた。 

 

 

 

 

 

 

 (南城市立玉城小学校 公開授業)               (南城市立大里南小学校 公開授業) 

 

（4）先導的なオンライン研修への職員の参加（佐敷・馬天小学校 大城真希子専科教諭が受講） 

 

(5) ALT ミーティング 

毎回テーマを決め、それぞれの ALT による教材や授業紹介のプレゼンテーションを行った。 

今年度は「小中連携」をテーマに、小学校担当 ALT と中学校担当 ALT の互いの授業見学の機会を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（佐敷中学校での ALT 授業見学の様子） 

～ALT ミーティング実施日～ 

第 1 回：4/26 (水) 

第 2 回：7/4 (火) 

第 3 回：10/12 (木) 

第 4 回：1/22 (月) 

第 5 回：3/15 (金) 


